
本会は皆様からの寄付金のみで活動しているＮＰＯ法人であり、公的資金（税金）は一切いただいておりません。

の
み
、
捕
ま
れ
ば
お
金
は
没
収
、
身
柄
は

刑
務
所
行
き
だ
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
人
権

は
一
体
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
す
る
度
に
、
凄

ま
じ
い
経
済
成
長
を
実
感
す
る
も
の
だ

が
、
果
た
し
て
そ
の
恩
恵
が
地
方
の
農

民
や
都
市
の
貧
し
い
住
民
に
行
き
届
い

て
い
る
も
の
か
、
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
中
、先
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ（
衛

星
放
送
）
で
、
貧
し
い
農
民
の
た
め
に

活
躍
す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
弁
護
士
の
活

動
ぶ
り
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
折
角
日

本
の
支
援
で
完
成
し
た
民
法
を
大
い
に

活
用
し
、
泣
き
寝
入
り
す
る
住
民
が
い

な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
た
。

　
私
た
ち
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
に
は
限
界
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
が
立

ち
上
が
り
、
国
を
良
く
し
て
ほ
し
い
と

願
う
と
と
も
に
、
私
た
ち
の
さ
さ
や
か

な
教
育
支
援
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
背

負
っ
て
い
く
人
材
が
多
く
輩
出
す
る
こ

と
を
願
う
ば
か
り
だ
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　　
世
紀
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
支
援
す
る
会

　理
事
長

　根 

岸

　恒 

次

21

日
本
の
支
援
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
民
法
が
誕
生

日
本
の
支
援
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
民
法
が
誕
生

　
九
月
十
二
日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
滞
在

中
、
本
会
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る

リ
ー
・
ソ
ン
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
会
議
員
に

連
れ
ら
れ
、
小
学
校
の
校
舎
建
設
を
希

望
す
る
農
村
を
訪
ね
た
。

　
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
西
へ
車
で
約
二
時

間
半
、
リ
ー
・
ソ
ン
議
員
の
選
挙
区
で

も
あ
る
こ
の
村
で
、
多
く
の
住
民
が
議

制
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
誕
生
後
、
初
め
て

民
間
の
土
地
所
有
が
認
め
ら
れ
た
が
、

登
記
が
結
構
い
い
加
減
で
、
代
々
耕
し

て
い
る
土
地
に
そ
の
ま
ま
所
有
権
が
与

え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
今
年
始
め
に
日

本
の
支
援
で
民
法
が
初
め
て
制
定
さ
れ

た
こ
と
が
裏
目
に
出
て
、
書
面
に
よ
る

登
録
の
な
い
土
地
は
、
頭
の
い
い
大
企

員
の
到
着
を
待
ち
構
え
て
い
た
。
土
地

問
題
で
あ
る
。

　
最
近
、
外
国
（
多
分
中
国
）
の
大
企

業
が
農
民
の
土
地
を
た
だ
同
然
で
奪
っ

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
る
そ
う
で
、

住
民
た
ち
は
そ
の
実
態
を
議
員
に
訴
え
、

解
決
を
依
頼
し
て
い
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
一
九
九
三
年
、
新

業
が
弁
護
士
を
雇
い
、
善
良
な
農
民
か

ら
土
地
を
奪
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
元
々
貧
し
い
の
に
土
地
を
奪
わ
れ
て

し
ま
っ
た
ら
、
こ
れ
か
ら
先
食
べ
て
い

く
こ
と
が
で
き
な
い
。
住
民
た
ち
は
、

議
員
に
対
し
何
と
か
し
て
ほ
し
い
と
真

剣
に
懇
願
し
て
い
た
。

　
土
地
が
な
く
な
っ
た
ら
、
行
き
先
は

不
法
な
越
境
に
よ
る
も
の
だ
。

　
数
日
後
、
里
子
の
家
庭
を
訪
問
し
た

が
、
そ
の
子
の
両
親
も
不
法
な
出
稼
ぎ

労
働
者
と
し
て
タ
イ
へ
渡
っ
て
い
る
と
聞

い
た
。
仕
送
り
は
三
ヶ
月
間
で
二
十
ド
ル

タ
イ
へ
の
過
酷
な
出
稼
ぎ
労
働
が
待
っ

て
い
る
。
出
稼
ぎ
労
働
者
と
い
っ
て
も
、

農
民
の
殆
ん
ど
は
パ
ス
ポ
ー
ト
を
所
持

し
て
い
な
い
の
で
、
闇
ル
ー
ト
に
よ
る

９月に高校を卒業した里子の家を訪問
（左から２番目が里子）

右から順にシーパン・パイ政府スポークスマン、イッツ・
サム・ヘン大臣、根岸恒次理事長、リー・ソン国会議員

カンボジアの子どもたちをサポートしてください

クメール教育里親会員募集

※お友達グループや職場など、グループ単位でサポートしていただくこともできます。

子ども１人につき、１年間３万円。一括納入、分割納入（毎
月 2500 円× 12 ヵ月）のどちらも可。所定の郵便振替用
紙を使ってお振込みください。

学用品、制服、靴などの購入、学校への納付金、お小遣い、
生活資金などに使われます。このほか、現地スタッフの
給料、ガソリン代、事務所家賃など現地でかかる経費、
通信費、印刷費など東京の本部でかかる経費として使わ
れます。

最低１年間単位ですが、少なくとも子どもが学校を卒業
するまでの期間、サポートしていただけたら幸いです。
里子からは年２回、近況を報せる手紙（日本語に翻訳）と
写真が届きます。　　

里親さんからの手紙、プレゼントも里子に届けることが
でき、心あたたまる交流ができます。現地で暮らす里子
に会いにいくための旅行も年３回実施しております。

【年　会　費】：

【会費の使途】：

【サポート期間】：

【里子との交流】：

　長かった内戦が終わって平和になったカンボジアですが、国の復興はなかなか進まず、大多数
の人々は貧困に苦しんでいます。特に農村では、貧しかったり親を亡くしたりして学校へすら行
けない子どもや、学校へ行けても途中でやめてしまう子どもが後を断ちません。
　本会では、農村の子どもたちが学校へ行けるようにと、教育資金をサポートしてくれる里親さ
んを募集しております。
　思えば 67 年前、敗戦して焦土となった日本を救ってくれたのは、諸外国からの援助でした。カ
ンボジアも食料援助をしてくれました。日本の子どもたちもその恩恵を受け学校に行けるように
なりました。豊かになった私たちが、今度は困っているアジアの子ども達を支援する番です。

勉強するカンボジアの子どもたち

寄贈した井戸の前で子どもたちと

童
養
護
施
設
「
夢
ホ
ー
ム
」
を
訪
問
、

子
ど
も
た
ち
と
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
っ

た
り
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
野
菜
の
種
を
植

え
る
作
業
を
行
な
っ
た
。
夕
食
後
、
日

本
か
ら
持
参
し
た
花
火
を
楽
し
ん
だ
。

夢
ホ
ー
ム
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
、

お
米
四
袋
を
寄
贈
し
た
。

　
九
日
は
、
夢
ホ
ー
ム
に
近
い
小
学
校

を
訪
問
、
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
一
式
と

サ
ッ
カ
ー
用
ボ
ー
ル
を
三
個
寄
贈
し

た
。
贈
呈
式
後
、
学
生
チ
ー
ム
、
小
学

校
チ
ー
ム
、
夢
ホ
ー
ム
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
試
合
を
行
な
っ

た
。
午
後
は
、
本
会
が
教
育
支
援
す
る

里
子
の
家
庭
を
訪
問
し
た
。

　
十
日
は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
ス
ラ
ム
街

に
あ
る
小
学
校
を
訪
問
、
日
本
か
ら
持

参
し
た
手
作
り
の
ノ
ー
ト
を
寄
贈
し
た
。

午
後
か
ら
は
国
立
の
重
度
障
害
児
施
設

を
見
学
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
交
流
セ
ン

タ
ー
を
訪
問
し
て
、
日
本
語
を
学
ぶ
カ

ン
ボ
ジ
ア
人
学
生
と
交
流
し
た
。

　
十
一
日
午
前
中
、
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

　
同
サ
ー
ク
ル
で
は
、
来
年
も
九
月
に

カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問
を
計
画
し
て
い
る
。

日本から持参した手作りノートを配布

　
一
行
は
九
月
三
日
に
日
本
を
出

発
し
、
途
中
の
乗
り
継
ぎ
空
港
で

一
泊
後
、
四
日
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
プ

ノ
ン
ペ
ン
に
到
着
し
た
。
五
日
〜

六
日
は
バ
ス
で
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ

へ
。
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
や
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
観
光

な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

　
七
日
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
周
辺
に
あ

る
三
つ
の
小
学
校
を
訪
問
、
井
戸
・

ト
イ
レ
・
学
用
品
を
寄
贈
し
た
。

午
前
中
に
訪
問
し
た
小
学
校
で

は
、
理
科
の
実
験
を
披
露
し
、
子

ど
も
た
ち
に
喜
ば
れ
た
。

　
八
日
は
、
本
会
が
運
営
す
る
児

國學院大學国際協力サークル〜優志〜がカンボジア訪問

　
九
月
十
九
日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
の

社
会
福
祉
・
退
役
軍
人
・
青
少
年
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
省
、
イ
ッ
ツ
・
サ

ム
・
ヘ
ン
大
臣
を
表
敬
訪
問
し
た
。
本

会
の
現
地
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
リ
ー･

ソ

ン
国
会
議
員
、
シ
ー
パ
ン
・
パ
イ
政
府

ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
が
同
行
し
た
。
同
省

は
「
夢
ホ
ー
ム
」
な
ど
の
児
童
施
設
を

統
括
す
る
省
で
あ
り
、
以
前
よ
り
挨
拶

に
伺
う
予
定
だ
っ
た
が
、
今
回
、
リ
ー

ソ
ン
国
会
議
員
の
取
り
計
ら
い
で
面
会

が
実
現
し
た
。

　
大
臣
は
、
現
地
に
お
け
る
本
会
の
活
動

ぶ
り
を
高
く
評
価
し
て
お
り
、
ふ
れ
あ
い

の
旅
に
お
い
て
、
参
加
者
の
表
敬
訪
問
を

歓
迎
し
ま
す
と
応
え
て
く
れ
た
。

　
ま
た
、
本
会
が
現
地
で
活
動
し
て
い

く
上
で
、
何
か
問
題
が
あ
れ
ば
遠
慮
な

く
相
談
し
て
ほ
し
い
と
、
あ
た
か
か
く

迎
え
入
れ
て
く
れ
た
。

社会福祉・退役軍人・青少年省の大臣を表敬訪問

充
実
し
た
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を
楽
し
み
ま
し
た

　
九
月
三
日
〜
十
一
日
、
國
學
院
大
學
（
本

校
＝
東
京
都
渋
谷
区
）
国
際
協
力
サ
ー
ク

ル
〜
優
志
〜
の
皆
さ
ん
（
二
十
四
人
）
が
カ

ン
ボ
ジ
ア
各
地
の
小
学
校
や
夢
ホ
ー
ム
を
訪

問
、
井
戸
・
ト
イ
レ
・
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
・
学

用
品
・
お
米
な
ど
を
寄
贈
し
た
。
学
生
の

皆
さ
ん
は
渋
谷
駅
で
街
頭
に
立
ち
、
井
戸

建
設
な
ど
の
資
金
を
集
め
て
く
れ
た
。

　このほど、本会事務局を同じマンション内で移転いたしました。
701号室⇒203号室になりましたので、お知らせいたします。

事務所の部屋番号が変わりました

2012年（平成24年）11月1日

2012年（平成24年）　11月1日（第67号）1

幸福を、平和を、豊かな心を、
カンボジアの友と分かち合おう

発行日 第67号 〔　　　　  〕年6回
奇数月発行
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児童養護施設《夢ホーム》日記 児
童
養
護
施
設《
夢
ホ
ー
ム
》
日
記

9月に完成した井戸の内訳
／ ネームプレートに記されたお名前など 学校名 生徒数 学校の所在地

① 國學院大學協力サークル〜優志〜 オードーンゲア小学校 289人 コンポンチャム県プレイチュ郡

② 國學院大學協力サークル〜優志〜 スワイプレイ小学校 227人 コンポンチャム県プレイチュ郡

③ 武藤和義・康代　翁粗龍誕生記念　12･7･13 タンコック小学校 966人 コンポンチャム県パーティ郡

※通算の井戸設置数（2003年〜）＝214基（9月現在）

九
月
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
小
学
校
に
三
基
の
井
戸
が
完
成

　９月７日、國學院大學国際協力サークル〜優志〜の皆さ
んが出席し、二つの小学校で贈呈式を行なった。また、武
藤和義・康代様(長崎県、里親会員)から、お孫さんのご誕
生を記念し、井戸を贈っていただいた。
　手押しポンプ式井戸は１基16万円（ネームプレート付
き）で小学校に贈呈できる。井戸の設置を要望する小学校
の審査から完成に至るまで、本会の現地スタッフが責任を
持ち遂行する。

　
今
回
、
七
月
四
日
か
ら
十
日
の
「
ふ
れ
あ

い
の
旅
」
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
い

つ
も
よ
り
少
な
い
七
人
と
い
う
少
人
数
だ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
観

光
も
含
め
、
無
理
の
な
い
ペ
ー
ス
で
楽
し
く

旅
行
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
感
動
の
里
子
と
の
対
面
で
し
た
。
初
め
て

の
外
国
人
に
驚
い
た
の
か
、
お
母
さ
ん
の
後

ろ
に
隠
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
最

後
に
は
、
私
の
こ
と
を
「
大
好
き
！
」
と
答

え
て
く
れ
、
と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
思
っ
て
い
た
以
上
に
体
も
小
さ
く
、

持
っ
て
い
っ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
は
大
き
す
ぎ
ま
し

た
。
そ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
着
れ
る
く
ら
い
に
、

ス
ク
ス
ク
と
成
長
し
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。

　
毎
回
、
会
報
と
一
緒
に
送
ら
れ
て
く
る
教

育
里
親
の
募
集
の
子
供
達
の
将
来
の
夢
を
み

て
い
る
と
、
先
生
と
医
者
と
い
う
子
が
ほ
と

ん
ど
で
不
思
議
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
実
際

に
里
子
の
家
に
訪
問
し
て
わ
か
っ
た
こ
と
で

す
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
田
舎
は
、
電
気
も
水

道
も
な
く
、
本
当
に
狭
い
世
界
で
、
一
日
一

日
を
一
生
懸
命
生
き
て
い
る
ん
だ
な
と
感
じ

ま
し
た
。
関
わ
る
大
人
の
職
業
が
、
先
生
・

医
者
・
農
家
・
工
場
で
の
仕
事
し
か
な
い
の

で
す
。

　
リ
ー
・
ソ
ン
閣
下
と
の
夕
食
会
で
お
話
を

伺
っ
た
通
り
、
教
育
を
充
実
さ
せ
る
に
は
、

ま
ず
国
自
体
の
発
展
と
経
済
の
向
上
が
必
須

で
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

か
し
、
何
校
か
学
校
訪
問
し
、
先
生
が
来
な

く
て
も
学
校
に
来
て
い
る
子
供
達
を
み
る
と
、

学
び
た
い
と
い
う
強
い
意
欲
と
、
向
上
心
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
と
い
う
国
は
、
沢
山
の
可
能
性
を

秘
め
た
国
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
体
験
で
し
た
が
、

根
岸
理
事
長
を
は
じ
め
、
会
の
メ
ン
バ
ー
の

方
々
の
お
か
げ
で
、
沢
山
の
こ
と
を
考
え
、

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
旅
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
発
展
と
、
会
の
益
々

の
ご
活
躍
を
祈
っ
て
、
微
力
な
が
ら
支
援
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
青
森
県
、
里
親
会
員
）

　
国
が
発
展
し
、
現
在
の
生
活
が
変
わ
る
こ

と
が
必
ず
し
も
幸
せ
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
し 里子の家庭を訪問

初
め
て
の
カ
ン
ボ
ジ
ア

村
田
　
環

投
　
稿

國學院大學の皆さんが訪問 　９月８日〜９日、國學院大學国際協力サークル〜優
志〜の皆さんが夢ホームを訪問、子どもたちと一緒に
アクセサリー作りや野菜のプランター作りを行なっ
た。また、プレゼントとしてお米（４袋）を寄贈して
くれた。
　今回が４回目の訪問、学生さんの数も増えてきたの
で、宿泊は近くのゲストハウスを利用した。子どもた
ちは、来年の来園を今から楽しみにしている。
◀國學院大學の皆さんと

　
九
月
四
日
〜
六
日
、
板
金
加
工
技
術
習
得

の
た
め
の
職
業
訓
練
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
も
の

作
り
技
能
講
習
会
」
が
、児
童
養
護
施
設
「
夢

ホ
ー
ム
」（
コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー
県
）
に
あ
る

職
業
訓
練
棟
で
開
催
さ
れ
た
。
鈴
木
千
雄
さ

ん
（
愛
知
県
あ
ま
市
・
里
親
会
員
）
が
い
つ

も
の
通
り
技
術
指
導
を
行
な
っ
た
。今
回
は
、

た
ら
い
作
り
に
挑
戦
、
立
派
な
製
品
が
で
き

た
。

　
修
了
式
に
は
根
岸
理
事
長
も
出
席
し
、
生

徒
た
ち
を
激
励
し
た
。

　
次
回
（
十
四
回
）
の
講
習
会
は
、
十
一
月

七
日
〜
九
日
を
予
定
し
て
い
る
。

立派なたらいが完成しました

井戸の完成を喜ぶカンボジアの子どもたち

第
十
三
回
「
も
の
作
り
技
能
講
習
会
」
開
催
（
夢
ホ
ー
ム
）

■
世
界
各
国
の
お
金
を
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
で
販
売

■
パ
ン
屋
さ
ん
が
急
増

■
牛
の
世
話
は
子
ど
も
の
役
割
り

■
か
つ
て
の
避
暑
地
「
ボ
ッ
コ
ー
山
」
が
開
通

　
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
時
代
、
避
暑
地
と
し
て
栄
え

た
「
ボ
ッ
コ
ー
山
」
を
こ
の
ほ
ど
、
ベ
ト
ナ
ム
の
石

油
会
社
が
再
開
発
し
た
。
早
速
、
足
を
運
ん
で
み
た

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
盗

難
被
害
が
日
本
の
比
で

は
な
い
に
し
て
は
、
無

防
備
に
も
両
替
所
で
各

国
の
紙
幣
を
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
に
並
べ
て
売
っ

て
い
る
か
ら
不
思
議

だ
。
店
番
も
女
性
が

一
人
い
る
だ
け
で
、
警

備
員
も
い
な
か
っ
た
。

も
っ
と
も
、
営
業
は
昼

間
だ
け
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
以
前

フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地

だ
っ
た
関
係
で
フ
ラ
ン

ス
パ
ン
を
始
め
、
と
て

も
美
味
し
い
パ
ン
が
店

頭
に
並
ぶ
。
最
近
は
郊

外
に
も
パ
ン
屋
さ
ん
が

増
え
、
商
売
繁
盛
だ
と

い
う
。
中
で
も
「
バ
イ

ヨ
ン
ベ
ー
カ
リ
ー
」
が

一
番
美
味
し
い
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
農

耕
用
に
牛
を
使
っ
て
い

る
。（
か
つ
て
は
日
本
も

そ
う
だ
っ
た
が
）
牛
の

世
話
は
子
ど
も
た
ち
の

仕
事
、
時
折
り
場
所
を

変
え
、
草
を
食
べ
さ
せ

て
い
る
。
た
だ
、
草
む

ら
が
少
な
い
の
で
、
牛

が
痩
せ
細
っ
て
可
哀
想

に
な
る
。 ウ

ォ
ッ
チ

　

カ
ン
ボ
ジ
ア!

ウ
ォ
ッ
チ

　

カ
ン
ボ
ジ
ア!

自転車をありがとうございました

　宮川公子さん（宮城県・里親会員）から
子どもたちに自転車（５台）が贈呈された。
自転車は子どもたちにとって毎日乗る必需
品、とても感謝していた。

自転車をありがとう

高校入学おめでとう

　６人の子どもたちの高校入学が決まり、10
月１日より通学を始めた（カンボジアの新学
期は 10 月）。６人のうち、夢ホームの近い所
にある「ソカーポリー高校」に５人、やや遠
方にある「コンポンスプー高校」に１人が入
学した。３年間、頑張って勉強してほしい。

私たち高校生になりました

満水になった夢ホームの池

池の水が満水、魚が大きく成長

　カンボジアは雨季の真っ只中、11 月の水
祭りを抑える頃まで、ほぼ毎日雨が降る。今
年は、昨年のような洪水被害は発生していな
いが、夢ホームの池も満水となり、飼ってい
る魚も大きく成長している。

＊児童養護施設《夢ホーム》は両親

や片親を亡くしたり、親がいても

家庭的に恵まれない子どもたちの

生活の場として、会員の皆様のご

厚意により、2009年１月に建物が

完成、同年３月に開園しました。

現在、５歳から15歳までの17人の

子どもたちが入園、近所の小・

中・高等学校へ通学しています。

トゥッサナー・カンボジア

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
果
実

＊
ト
ゥ
ッ
サ
ナ
ー
と
は
観
察
す
る
と
い
う
意
味
で
す
。

　
三
月
、
七
月
、
十
一
月
の
ふ
れ
あ
い
の
旅
で

は
、「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
テ
ル
」に
宿
泊
し
ま
す
。

朝
食
の
バ
イ
キ
ン
グ
で
ス
イ
カ
、
バ
ナ
ナ
、
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
、
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
が
定
番
の

よ
う
に
い
つ
も
並
ん
で
い
ま
す
。
亜
熱
帯
の
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
も
日
本
と
同
じ
よ
う
に
果
物
の
季

節
が
あ
り
ま
す
。

　
三
月
〜
四
月
で
は
ス
イ
カ
、
マ
ン
ゴ
ー
、
ド

リ
ア
ン
、
ラ
ン
ブ
ー
タ
ン
。
七
月
〜
八
月
で
は

パ
パ
イ
ヤ
、
ザ
ボ
ン
。
十
一
月
〜
十
二
月
で
は

竜
眼
、
サ
ボ
ジ
ラ
が
旬
の
果
物
と
い
え
ま
す
。

　
日
本
人
が
食
べ
や
す
い
バ
ナ
ナ
の
旬
の
季
節

は
十
月
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
バ
ナ
ナ
が

店
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
の
ど
が
渇
い
た
時
に

飲
む
ヤ
シ
は
一
月
〜
二
月
が
甘
い
。

　
果
物
の
豊
富
な
時
期
は
乾
季
の
二
月
ご
ろ

か
ら
雨
季
に
入
る
六
月
ご
ろ
ま
で
が
た
く
さ

ん
の
果
物
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
旬
な
果
物
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
出
掛
け
る

の
も
楽
し
い
で
し
ょ
う
！

（
兵
庫
県
宝
塚
市
・
理
事
、
中
野
　
勝
）

が
、
あ
い
に
く
霧
が

出
て
景
色
が
見
え
な

か
っ
た
。
標
高
千
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
あ
ろ
う

か
。（
写
真
＝
フ
ラ
ン

ス
の
植
民
地
時
代
に

建
て
ら
れ
た
教
会
）
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里子家庭訪問記録
名前：プン・センリ
年齢：8歳

好きな教科：国語（特に、書き取りが好きです。）
苦手な教科：算数（特に掛け算の計算式を解くのが難しいです。）
担任から一言：成績：道徳Ａ　学校の活動Ａ　健康Ａ　出席Ａ

好きな遊び：サッカーをするのが好きです。
好きな食べ物：オレンジ、ロンガン（果物）
将来の夢：国語の先生です。

住んでいる場所：コンポンスプー県、ウドン郡、
　　　　　　　　 ヴィルポンコミュン
学校までの所要時間：徒歩で15分

家庭状況：３人の兄弟です。お兄さん２人、センリ君は末っ子です。お父さんは
別の女の人と結婚しています。お母さんがいます。現在、お母さんと３人の子供
で暮しています。
一日の過ごし方：朝５時半頃に起きます。それから、家を掃除したり、洗濯を
したりしています。朝食は６時半頃にします。それから、身支度をし、午前７時
から１１時まで学校へ行きます。授業が終ってから11時半頃に家に戻り、昼食
をします。午後は家事の手伝いをします。毎晩、夕食の後、先生から出された
宿題をしたり、授業の教科書を読んだりしています。そして、9時半頃に寝ます。

学校名：ワトクダイ小学校
性別：男の子学年：小学校の3年生

備考 ：
　お母さんは工場で縫製業の仕事を
しています。工場へ行く前に昼食を子
供達の為にご飯を作っておきます。家
では家畜を飼っていません。
　プン・センリ君は兄達と一緒に他人
の田んぼへ貝を拾いに行きます。家に
戻る時に、一番目のお兄さんは家族の
為に、夕食を作りま す。
　2番目のお兄さんとプン・センリ君
は1番目のお兄さんが夕食を作るのを
手伝います。夜になると、3人でそれぞ
れ本を読んだり、自習したりしている
そうです。

2012年9月5日　
担当者：メン・ソマリン

野菜に水をやっている
プン・センリ君の写真です。

　
本
会
で
は
、
病
気
や
事
故
な
ど
で

両
親
や
片
親
を
失
い
、
貧
し
い
境
遇

に
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち

が
学
校
へ
行
け
る
よ
う
に
二
〇
〇
三

　
九
月
十
八
日
〜
二
十
日
、
日
本
叙
勲
者
協
会

が
主
催
す
る
「
写
真
展
」
が
東
京
都
港
区
の

「
高
輪
区
民
セ
ン
タ
ー
・
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

で
開
催
さ
れ
た
。
　

　
同
協
会
の
会
員
で
も
あ
る
鈴
木
千
雄
さ
ん

（
愛
知
県
・
里
親
会
員
）
は
毎
年
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
撮
っ
た
写
真
を
出
展
し
て
い
る
が
、
こ
の

程
そ
の
作
品
が
初
め
て
特
選
に
輝
い
た
。

　
今
年
の
五
月
、
職
業
訓
練
指
導
の
合
い
間
を

み
て
、
夢
ホ
ー
ム
の
前
で
撮
っ
た
も
の
。
（
作

品
名
＝
乗
合
オ
ー
ト
バ
イ
バ
ス
）
。
モ
デ
ル

は
、
縫
製
工
場
に
通
う
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
女
工
さ

ん
た
ち
だ
。

　
経
済
成
長
著
し
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
一
面
を
う

ま
く
撮
っ
て
い
る
。

鈴木千雄さんの写真が特選に輝く

クメール教育里親基金活動レポートクメール教育里親基金活動レポート

私
の
戦
争
体
験

投
　
稿

　
本
会
の
副
理
事
長
、
佃
井
庸
八
さ
ん
は

御
年
九
十
歳
、
年
に
三
回
実
施
さ
れ
る

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
ふ
れ
あ
い
の
旅
」
に
参
加

す
る
な
ど
、
今
も
な
お
現
役
で
頑
張
っ
て

お
り
ま
す
。
佃
井
さ
ん
か
ら
、
戦
争
体
験

の
原
稿
が
届
き
ま
し
た
の
で
、
し
ば
ら
く

連
載
い
た
し
ま
す
。
国
際
協
力
の
原
稿
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
読
者
の
皆
様
の
お
役

に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

佃 井 庸 八
ふれあいの旅で挨拶する著者（右）

３

　
や
が
て
部
隊
に
合
流
、
マ
ニ
ラ
市
内
の
パ
ラ

ス
カ
ス
国
民
小
学
校
に
寄
宿
し
ま
し
た
。

　
九
月
一
日
、
姉
妹
船
で
ホ
ロ
島
に
上
陸
目
前

敵
機
に
発
見
さ
れ
、
機
銃
掃
射
を
受
け
ま
し

た
。
初
め
て
の
銃
撃
で
兵
隊
た
ち
は
腰
が
抜

け
、
う
ご
め
い
て
い
ま
し
た
。
私
も
少
し
腰
が

抜
け
ま
し
た
が
、
弾
丸
を
避
け
る
た
め
椰
子
の

木
陰
に
身
を
隠
し
ま
し
た
。
多
く
の
兵
隊
が
重

傷
、
又
は
戦
死
し
ま
し
た
が
、
私
は
ひ
ざ
下
の

擦
過
傷
で
す
み
ま
し
た
。

　
船
は
、
陸
地
に
近
か
っ
た
の
で
半
分
沈
ん
だ

ま
ま
、
約
半
月
燃
え
て
い
て
、
日
本
か
ら
持
っ

て
き
た
大
砲
、
弾
薬
、
医
療
品
な
ど
す
べ
て
焼

失
。
こ
れ
で
は
戦
争
は
で
き
な
い
、
も
う
負
け

戦
だ
と
、
あ
き
ら
め
ま
し
た
。

　
部
隊
は
セ
レ
ベ
ス
島
メ
ナ
ド
に
近
い
、
小
さ

い
飛
行
場
が
あ
る
所
で
野
営
、
昼
間
は
野
外
で

体
を
鍛
え
、
夜
は
軍
歌
の
演
習
を
し
ま
し
た
。

　
連
日
、
時
間
を
お
い
て
米
軍
の
爆
撃
機
が
来

襲
、
攻
撃
を
受
け
ま
し
た
が
、
兵
舎
を
草
木
で

覆
い
、
椰
子
の
木
が
密
集
し
て
隠
れ
や
す
く
、

な
ん
と
か
逃
れ
ま
し
た
。

　
地
元
の
村
長
か
巡
査
か
、
時
折
り
馬
に
乗
っ
て

見
回
り
し
て
い
ま
し
た
。
治
安
も
良
い
の
で
、
し

ば
ら
く
安
心
し
て
生
活
が
で
き
ま
し
た
。

（
つ
づ
く
）

（
群
馬
県
桐
生
市
・
副
理
事
長
、
里
親
会
員
）

特選「乗合オートバイバス」

里子にプレゼントを届けた

ディナークルーズに参加した皆さん

楽しかった懇親会

写真を説明する三林けい子さん

興味深く写真を見る来場者
篠田さんの自宅前で（左より三人目の

杖を持っている方が篠田さん）

年
に
「
ク
メ
ー
ル
教

育
里
親
基
金
」
を
創

設
、
九
月
末
日
現

在
、
三
七
〇
人
の
子

ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
新

学
期
は
十
月
一
日
、

里
子
た
ち
の
大
半
が

進
級
し
通
学
を
始
め

た
が
、
出
席
日
数
が

足
ら
な
か
っ
た
り
、

成
績
が
良
く
な
か
っ

た
た
め
、
留
年
す
る

子
ど
も
も
中
に
は
い

た
よ
う
だ
。

ム
・
コ
ム
サ
ン
君

は
八
月
、
め
で
た

く
高
校
を
卒
業
し

た
。
コ
ム
サ
ン
君

は
大
学
進
学
の
夢

を
持
っ
て
い
る

が
、
近
く
に
大
学

が
な
い
の
で
、
入

学
す
る
に
は
プ
ノ

ン
ペ
ン
で
ア
パ
ー

ト
を
借
り
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
当

面
は
働
き
、
学
費

を
貯
金
す
る
よ
う

に
促
し
た
。

　
こ
の
程
、
新
し

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
小
・
中
学
校
は
、

校
舎
や
教
師
不
足
が
原
因
で
、
ほ
と

ん
ど
が
午
前
・
午
後
に
分
か
れ
て
の

二
部
授
業
に
な
っ
て
い
る
。
午
前
中

が
七
時
〜
十
一
時
、
午
後
が
一
時
〜
五
時

と
、
全
国
の
学
校
で
取
り
決
め
て
い
る
。

　
合
い
間
を
み
て
、
里
子
の
家
庭
を
訪
問

し
た
。
ノ
ロ
ー
ド
ム
高
校
三
年
生
の
プ
ロ

く
里
親
さ
ん
に
な
っ
て
く
れ
た
方
か
ら
の

依
頼
で
、
里
子
さ
ん
に
お
米
と
自
転
車
を

届
け
た
。
日
本
か
ら
手
紙
も
預
っ
た
の
で

里
子
に
読
み
聞
か
せ
た
。

　
七
月
二
十
六
日
、
神

戸
ユ
ネ
ス
コ
協
会
が
資

金
提
供
し
今
年
の
五
月

に
完
成
し
た
カ
ン
ボ
ジ

ア
小
学
校
の
開
校
を
記

念
し
、
船
上
祝
賀
パ
ー

テ
ィ
ー
（
デ
ィ
ナ
ー
ク

ル
ー
ズ
）
が
神
戸
で
開

催
さ
れ
た
。

　
同
協
会
が
主
催
、

本
会
か
ら
根
岸
理
事
長

と
中
野
理
事
が
招
か
れ

た
。五
月
に
行
な
わ
れ
た

訪
問
旅
行
に
参
加
し
た

ほ
と
ん
ど
の
同
協
会
メ

ン
バ
ー
が
参
加
、
思
い

出
話
に
花
が
咲
い
た
。

　
同
協
会
は
、
十
一
月

に
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問

旅
行
を
計
画
し
て
お

り
、
開
校
し
た
小
学
校

を
訪
ね
て
子
ど
も
た
ち

と
交
流
す
る
予
定
だ
。

　
九
月
一
日
、
「
新
潟
集
会 : 

夏
の
陣
」
が
解

散
と
な
っ
た
後
、
新
潟
県
小
千
谷
市
在
住
の
篠

田
朝
隆
さ
ん
（
理
事
・
会
員
）
を
訪
問
し
た
。

二
〇
〇
四
年
に
起
き
た
「
新
潟
中
越
地
震
」
で

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
篠
田
さ
ん
だ
が
、
全
壊

し
た
自
宅
を
新
築
し
、
夫
婦
共
々
元
気
で
過
ご

し
て
お
ら
れ
る
と
い
う
。

　
そ
の
後
、
篠
田
さ
ん
が
お
隣
り
の
山
古
志
村

（
現
在
は
長
岡
市
）を
案
内
し
て
く
れ
、地
震
後
、

復
興
再
生
し
た
村
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
八
十
歳
を
超
え
た
が
、
益
々
お
元
気
な
篠
田

さ
ん
に
会
え
、
皆
さ
ん
満
足
し
て
い
た
。

神戸ユネスコ協会が開校記念船上祝賀パーティー

新
潟･

小
千
谷
の
篠
田
朝
隆
さ
ん
を
訪
問

　
八
月
三
十
日
〜
九
月
一
日
、
本
会
と
「
新
潟
発

→
カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
７
３
０
」

が
共
催
し
、
新
潟
県
の
岩
室
温
泉
「
高
島
屋
」

で
会
員
懇
親
会
〜
新
潟
集
会 : 

夏
の
陣
〜
を
開

催
、
会
員
さ
ん
ら
十
人
が
集
っ
た
。

　
宴
会
に
先
立
ち
、
向
井
理
主
演
の
映
画
「
僕

た
ち
は
世
界
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
を

上
映
、
大
学
生
が
募
金
活
動
を
行
な
い
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
学
校
を
建
て
た
実
際
に
あ
っ
た
お
話
に

感
動
し
た
。

　
宴
会
に
は
「
世
界
の
恵
ま
れ
な
い
地
域
に
小

学
校
を
作
る
会
」（
新
潟
市
秋
葉
区
）
の
石
川

代
表
が
飛
び
入
り
参
加
、
来
年
、
本
会
を
通
じ

て
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
小
学
校
を
建
て
る
計
画
が
あ

る
こ
と
を
話
し
、
お
土
産
に
大
量
の
枝
豆
を
く

だ
さ
っ
た
。

　
翌
朝
、
遠
藤
実
記
念
館
「
実
唱
館
」
を
訪
問

後
、
「
田
中
屋
本
店
み
な
と
工
房
」
で
開
催
中

の
写
真
展
を
見
学
、
そ
の
後
解
散
と
な
っ
た
。

　
来
年
は
十
月
十
二
日
〜
十
三
日
、
同
県
・
佐

渡
ヶ
島
で
一
泊
の
懇
親
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。

リ
ー
」
（
新
潟
市
）
で
開
か
れ
た
。
「
新
潟
市

役
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
会
」
が
協
働
し
、
本

会
が
後
援
し
た
。

　
写
真
展
の
会
場
が
笹
団
子
で
有
名
な
「
田
中

屋
本
店
」
だ
け
あ
り
、
大
勢
の
お
客
さ
ん
が
足

を
止
め
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
写
真
を
興
味
深
く
見

て
い
た
。

　
八
月
二
十
八
日
〜
九
月
十
六
日
、
「
新
潟
発

→
カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
７
３
０
」

（
三
林
け
い
子
代
表 : 

新
潟
市
・
里
親
会
員
）

が
主
催
し
、
三
林
さ
ん
を
始
め
と
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
夢
ホ
ー
ム
で
の
活
躍
ぶ
り

を
撮
っ
た
「
二
〇
一
二
年
七
月
の
活
動
写
真

展
」
が
「
田
中
屋
本
店
み
な
と
工
房
ギ
ャ
ラ

　
九
月
六
日
〜
三
十
日
、
山
形
県
遊
佐
町

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
　
翠
」
で
写
真
展
「
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
〜
貧
し
く
て
も
元
気

に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
〜
」
が
開
催
さ
れ
た
。

遠
藤
啓
さ
ん
（
静
岡
県･

会
員
）
が
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
で
撮
影
し
た
写
真
を
提
供
し
た
。

　
遊
佐
町
は
、
映
画
「
お
く
り
び
と
」

（
二
〇
〇
八
年
）
の
舞
台
に
な
っ
た
、
日
本
海

に
面
し
た
静
か
な
田
舎
町
。
遠
藤
さ
ん
の
友
人

で
あ
る
「
カ
フ
ェ
　
翠
」
の
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が

企
画
、
二
度
目
の
開
催
。

新
潟
集
会:

夏
の
陣
（
会
員
懇
親
会
）
開
催

新
潟
で
夢
ホ
ー
ム
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

撮
っ
た
写
真
展
開
催

山
形
県
遊
佐
町
で
写
真
展

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

子
ど
も
た
ち
」
開
催
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　本旅行は観光旅行では味わうこと
のできない現地の子ども達との交流
をはかることができます。
　特に本会が運営する児童養護施設
「夢ホーム」の子ども達が皆様をお
待ちしております。併せて学用品配
布などのボランティア活動にも参加
でき、思い出に残る充実した海外旅
行を楽しむことができます。旅行代
金も格安に設定しましたので、お気
軽にご参加ください。
　もちろんカンボジアといえば世界遺
産の宝庫、アンコールワット観光（オプ
ショナルツアー）も予定に入れました。
　なお、募集は原則として本会会員を
対象にしておりますので、参加され
る方は、事前に会員登録(一口5,000
円)が必要になります。

【旅行期間】平成25年3月6日（水）～12日（火）〈５泊７日〉
【募集定員】最少催行人員10名様（定員＝30名）

先着順で受け付け、定員になり次第締め切ります。
【滞在ホテル】ダイヤモンドホテル(プノンペン)５泊
【利用空港】成田空港および関西空港など
【旅行日程】６日＝成田空港・関西空港などから乗り継ぎにてカンボジアの

プノンペン国際空港へ。
　　　　　　７日＝小学校を訪問、井戸贈呈式と学用品配布など
　　　　　　８日＝夢ホーム訪問、セントラルマーケットで買い物
　　　　　　９日＝教育支援する里子の家を訪問
　　　　　　10日＝自由行動（オプショナルでアンコールワット観光あり）

11日＝プノンペン市内観光後、夕方チェックアウト⇒プノンペン国
際空港から帰国の途へ

12日＝早朝、成田・関西空港などに到着
【旅行代金】14万円～15万円を予定。＊現地までの航空券代、空港税、ビザ申請

代、現地での宿泊代、食事代、車代など、旅行にかかるほとんどの
費用を含みます。＊１人部屋希望者追加料金5泊で12,000円。＊日
帰りアンコールワット観光26,000円（希望者のみ）＊傷害保険は各
自でおかけください。

【締切日】平成25年1月20日(日)

第23回カンボジアふれあいの旅　参加者募集第23回カンボジアふれあいの旅　参加者募集

真珠のように輝く子供たちの瞳に出会ってみませんか？
「夢ホーム」で子ども達と楽しい交流・里子の家庭訪問・感動的な井戸の贈呈式・学用品配布・アンコールワット観光など

「夢ホーム」の子ども達が皆さんをお待ちしています

学校訪問では井戸贈呈式に出席します

十
一
月
〜
十
二
月
の
予
定

● 

会
報
「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
」
十
一
月
一
日
付
第
六
十
七
号
発
行

● 

第
二
十
二
回
カ
ン
ボ
ジ
ア
ふ
れ
あ
い
の
旅
（
十
一
月
七
日
〜
十
三
日
）

● 

第
五
回
小
学
校
対
抗
サ
ッ
カ
ー
大
会
（
十
一
月
十
日
〜
十
一
日
、
現
地
に
て
）

● 

第
三
十
九
回
理
事
会
（
十
二
月
八
日
、
横
浜
サ
ン
ア
ロ
ハ
に
て
）

● 

会
員
懇
親
会
（
忘
年
会
）（
十
二
月
八
日
、
横
浜
サ
ン
ア
ロ
ハ
に
て
）

事
務
局
便
り

旅行企画☆特定非営利活動法人　21 世紀のカンボジアを支援する会
〒 176-0011　東京都練馬区豊玉上２− 25 −７− 203　　TEL：03 − 3991 − 2854

E-mail：info@aac21.net　http://www.aac21.net　　FAX：03 − 3557 − 1213

お問い合せ・
申し込み

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る

日
本
語
指
導
の
経
緯
に
つ
い
て

①
私
立
パ
ン
ニ
ャ
サ
ス
ト
ラ
大
学

特
別
開
設
　
日
本
語
コ
ー
ス
に
て—

日
本
語
指
導—

②
王
立
法
律
経
済
大
学

　
日
本
法
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
に
て

　—

書
写
（
習
字
）—
　

中
野
　
勝

投
　
稿

活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

学
用
品
を
現
地
の
学
校
で
配
布
し
た
り
、

子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
て
く
だ
さ
る
ツ
ア

ー
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ツ
ア
ー

は
、
年
三
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

  

ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金

農
村
の
貧
し
い
子
ど
も
達
が
学
校
に
行
け

る
よ
う
に
と
教
育
資
金
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
だ
さ
る
里
親
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
サ
ポ
ー
ト
金
額
は
年
間
三
万
円
〔
分

割
も
可
〕
で
す
。

  

会
員
と
し
て

・
個
人
会
員
（
年
額
一
口
五
千
円
）

・
法
人
会
員
（
年
額
一
口
一
万
円
）

・
里
親
会
員
（
年
額
三
万
円
）

会
員
の
皆
様
に
は
、
隔
月
発
行
す
る
本
会

の
会
報
「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
」
を
発
行

の
都
度
郵
送
し
ま
す
。
会
費
の
送
付
は
、

郵
便
振
替
、
銀
行
振
込
み
、
現
金
書
留
で
。

〈
郵
便
振
替
口
座
名
〉

　
21
世
紀
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
支
援
す
る
会

〈
口
座
番
号
〉

　
０
０
１
３
０
︱
０
︱
１
６
０
９
１
６

※
銀
行
振
込
を
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
へ

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

※
郵
貯
銀
行
の
自
動
引
き
落
と
し
を
ご
希

望
の
方
は
事
務
局
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

■
ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
で
は
里
親
の
皆
様
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
い
る
里
子
の
家
庭
訪
問
記
録

と
里
子
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
毎
年
一
回
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
か
ら
お
送
り
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

一
年
で
は
大
き
な
変
化
が
な
い
た
め
、
経
費
の
節
約
を
計
る
こ
と
も
あ
り
、
次
年
度
よ
り
隔
年

に
一
度
お
送
り
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
実
情
を
ご
理
解
く
だ
さ
り
、
今
後
と
も
引
き
続
い

て
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
本
会
の
公
式
ブ
ロ
グ
「
メ
コ
ン
の
風
に
吹
か
れ
て
」
〜
現
代
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
事
情
あ
れ
こ
れ
〜

で
す
が
、
ア
ク
セ
ス
数
が
九
千
を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
奮
起
し
て
毎
月
二
回
（
一
日
と
十
五

日
）
更
新
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど
お
書

き
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
順
次
更
新
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

カ
ン
ボ
ジ
ア

ニ
ュ
ー
ス

現
地
で
発
行
し
て
い
る
新
聞
や
情
報
誌
か
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ミ
ニ

尿
病
医
師
会
は
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に

百
万
人
以
上
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
民
が
糖

尿
病
に
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
発
表

し
た
。
同
協
会
に
よ
る
と
、
現
在
国
内
に
は

三
十
五
万
二
千
人
の
糖
尿
病
患
者
が
お
り
、
重

症
に
陥
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
ま
ま
で
は

二
〇
三
〇
年
ま
で
に
百
万
人
を
突
破
し
、
大
き

な
社
会
問
題
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
同
協
会

で
は
予
防
の
促
進
と
と
も
に
、
的
確
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
医
師
の
能
力
向
上
を
促
進
し
て
い

く
と
し
て
い
る
。

者
の
賃
金
は
中
央
値
で
、
一
日
一
万
四
二
五
〇

リ
エ
ル
（
約
三
・
六
ド
ル
）、
熟
練
労
働
者
は

二
万
リ
エ
ル
（
約
五
ド
ル
）
だ
っ
た
。

し
て
い
る
。

　
記
者
会
見
の
中
で
リ
ャ
ン
シ
ー
氏
は
、
国
家

の
救
済
と
民
主
主
義
の
た
め
に
、
愛
国
心
と
民

主
主
義
の
心
を
持
つ
者
は
み
な
こ
の
働
き
に
参

加
し
て
ほ
し
い
と
呼
び
掛
け
た
。
一
方
、
人
民

党
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
、
両
党
の
新
党
結
成

は
各
政
党
の
権
利
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
機
に
非

合
法
な
政
治
活
動
を
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
と
し
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
民
百
万
人
以
上
が
糖
尿
病
に
直
面

糖
イ
国
境
近
く
に
あ
る
世
界
遺
産
「
プ
レ

ア
ビ
ヒ
ア
」
遺
跡
周
辺
に
駐
留
し
て
い

た
タ
イ
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
両
国
軍
が
撤
退
を
開

始
し
た
。
二
〇
〇
八
年
か
ら
に
ら
み
合
い
が
続

い
て
い
た
プ
レ
ア
ビ
ヒ
ア
は
、
よ
う
や
く
平
和

を
取
り
戻
し
た
。

　
プ
レ
ア
ビ
ヒ
ア
を
め
ぐ
っ
て
は
、
遺
跡
周
辺

「
プ
レ
ア
ビ
ヒ
ア
」
か
ら
軍
が
撤
退
、
タ
イ
と
の
関
係
改
善
へ

タ

ン
ボ
ジ
ア
の
民
間
調
査
機
関
Ｂ
Ｄ
リ
ン

ク
社
は
国
内
の
建
設
労
働
者
の
賃
金
を

調
査･

分
析
し
た
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
建
設
セ
ク

タ
ー
に
お
け
る
労
働
者
賃
金
と
労
務
コ
ス
ト
」

を
発
表
し
た
。

　
そ
の
結
果
は
、
物
価
上
昇
分
を
考
慮
し
た

実
質
賃
金
上
昇
率
で
は
、
非
熟
練
労
働
者
が

四
十
二
％
上
昇
に
比
べ
、
熟
練
労
働
者
は

十
一
％
下
落
し
て
い
た
こ
と
が
分
っ
た
。
こ
の

調
査
に
よ
る
と
、
二
〇
一
一
年
の
非
熟
練
労
働

熟
練
建
設
労
働
者
の
賃
金
五
年
で
下
落

カ

プ
ノ
ン
ペ
ン
市
は
七
月
の
月
例
会
議
に

お
い
て
、
国
道
二
号
線
と
国
道
二
〇
Ａ

号
線
の
交
わ
る
地
点
に
、
新
た
に
ロ
ー
タ
リ
ー

を
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
カ
ェ
ッ
プ
・

チ
ョ
テ
マ
ー
市
長
に
よ
る
と
、
こ
の
計
画
に
基

づ
き
、
現
在
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
公
共
事
業
運
輸
局

の
職
員
ら
が
、
現
地
の
測
量
な
ど
を
含
む
調
査

を
行
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
ま
た
こ
の
会
議
の
中
で
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の

中
央
に
設
置
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
デ
ザ
イ
ン

に
関
す
る
話
し
合
い
も
行
な
わ
れ
た
。
原
案
で

は
、
水
が
め
を
頭
に
の
せ
て
立
つ
女
性
の
像
、

地
球
、
聖
牛
が
あ
が
っ
て
い
る
。

プ
ノ
ン
ペ
ン
市
、
国
道
二
号
線
に
ロ
ー
タ
リ
ー
を
建
設

プ
年
の
国
民
議
会
選
挙
に
向
け
て
、
ソ
ム

リ
ャ
ン
シ
ー
党
（
党
首
ソ
ム･

リ
ャ
ン

シ
ー
氏
）
人
権
党
（
党
首
ク
ム
・
ソ
ッ
カ
ー
氏
）

が
合
併
し
て
新
党
結
成
を
発
表
し
た
。
両
党
に

よ
る
と
、
こ
の
新
党
結
成
は
国
家
の
民
主
主
義

と
国
土
の
保
護
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
と

ソ
ム･

リ
ャ
ン
シ
ー
と
ク
ム
・
ソ
ッ
カ
ー
が
新
党
結
成
を
発
表

来

ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
公
社
の
二
〇
一
二
年

上
半
期
（
一
月
か
ら
六
月
）
の
収
入
が
、

前
年
同
期
比
で
十
三･

六
％
増
と
な
っ
た
。
縫

製
品
や
コ
メ
の
輸
出
お
よ
び
、
石
油
や
建
設
資

材
の
輸
入
が
好
調
で
あ
っ
た
こ
と
が
要
因
と
み

ら
れ
る
。

　
ま
た
、
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
で
は
、
中
国
系
の

シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
経
済
特
区
（
Ｓ
Ｅ
Ｚ
）
が
稼

動
し
て
い
る
ほ
か
、
同
港
に
隣
接
す
る
シ
ア

ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
Ｓ
Ｅ
Ｚ
も
日
本
の
支
援
で
今
年

完
成
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
Ｓ
Ｅ
Ｚ
で
の
経
済

活
動
が
、
今
後
一
層
の
港
の
利
用
増
に
貢
献
す

る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
空
港
、
収
入
増

シ

　
二
〇
〇
五
年
十
一
月
の
第
三
回
ふ
れ
あ
い
の

旅
で
、
当
時
の
カ
ン
ボ
ジ
王
国
上
級
教
育
大
臣

の
コ
ル
ペ
ン
氏
か
ら
日
本
語
コ
ー
ス
の
参
観
を

依
頼
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
指
導
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
パ
ン
ニ
ャ
サ
ス
ト
ラ
大
学
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
私
立
大
学
で
は
ト
ッ
プ
の
大
学
で
、
学
舎
も

立
派
で
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内
に
三
、
四
ヵ
所
あ

る
。
学
部
も
英
米
文
学
部
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学

部
、
経
済
学
部
…
な
ど
総
合
大
学
ま
で
は
い
か

な
い
が
、
入
学
試
験
も
あ
る
。

　
日
本
語
コ
ー
ス
に
は
段
階
的
に
三
つ
の
ク
ラ

ス
が
あ
る
。
ま
ず
初
心
者
ク
ラ
ス
。
全
く
日
本

語
が
出
来
な
い
ク
ラ
ス
だ
。
二
つ
目
は
中
級
ク

ラ
ス
。
初
心
者
ク
ラ
ス
を
修
了
し
、
ひ
ら
が
な

が
書
け
、
簡
単
な
日
本
語
が
で
き
る
程
度
の
ク

ラ
ス
。
三
つ
目
は
上
級
ク
ラ
ス
。
漢
字
も
少
し

書
け
、
会
話
も
で
き
る
が
本
来
の
日
本
語
の
意

味
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
ク
ラ
ス
。

　
授
業
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
毎
日
行
な

わ
れ
、
全
て
三
ヵ
月
で
修
了
す
る
。

　
教
室
は
三
十
名
も
入
れ
ば
い
っ
ぱ
い
で
、
日

本
の
中
学
校
の
教
室
を
半
分
に
し
た
く
ら
い

で
あ
る
。
授
業
料
は
十
二
週
間
、
三
ヵ
月
で

二
十
五
ド
ル
。

　
当
初
、
根
岸
理
事
長
が
初
心
者
ク
ラ
ス
、
私
が

中
級
ク
ラ
ス
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

が
、
初
心
者
ク
ラ
ス
は
「
あ
い
う
え
お
」
か
ら
の

勉
強
な
の
で
日
本
人
の
出
番
が
な
く
、
こ
ち
ら

の
方
か
ら
辞
退
し
た
。
私
は
中
級
ク
ラ
ス
だ
っ
た

が
、
先
生
が
私
の
日
本
語
を
半
分
く
ら
い
し
か

分
か
ら
な
い
た
め
大
変
困
っ
た
。
し
か
し
、
生
徒

た
ち
は
熱
心
に
質
問
し
て
く
れ
な
ん
と
か
三
日

間
の
授
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
し
か
し
、
授
業
料
が
高
い
こ
と
、
民
間
で
授

業
料
が
安
く
、
塾
の
よ
う
な
日
本
語
指
導
の
学

校
と
称
す
る
と
こ
ろ
に
行
く
者
が
増
え
た
こ

と
、
ま
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
経
済
成
長
率
も

十
％
を
越
え
、
韓
国
、
中
国
企
業
の
進
出
が
頻

繁
で
、
日
本
企
業
の
進
出
が
少
な
く
日
本
語
の

必
要
性
が
少
な
く
な
り
、
か
わ
っ
て
韓
国
語
や

中
国
語
が
隆
盛
を
き
わ
め
た
。

　
二
〇
〇
九
年
十
一
月
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
帰

国
後
、
先
生
と
学
生
か
ら
メ
ー
ル
で
日
本
語

コ
ー
ス
が
閉
鎖
さ
れ
た
と
連
絡
が
入
っ
た
。

　
当
時
、
パ
ン
ニ
ャ
サ
ス
ト
ラ
大
学
で
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
学
」
を
講
義
さ
れ
て
い
た
中
川
香
須
美

先
生
（
大
阪
大
大
学
院
・
国
際
公
共
政
策
研

究
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
専
攻
）
と
知
り
合
っ
た
。
中

川
先
生
は
私
と
同
じ
兵
庫
県
、
し
か
も
神
戸
市

垂
水
区
で
三
宮
や
神
戸
で
お
会
い
す
る
の
に
都

合
が
良
い
所
に
住
ん
で
お
ら
れ
た
。

　
中
川
先
生
の
紹
介
で
王
立
経
済
大
学
内
に
名

古
屋
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、

こ
の
大
学
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
教
え
に
行
く
こ

と
に
な
っ
た
。

　
二
〇
〇
九
年
か
ら
訪
問
し
、
当
初
は
日
本
文

化
に
つ
い
て
教
え
た
が
、
や
は
り
日
本
文
化
の

本
来
の
意
味
が
難
し
く
、
相
談
の
結
果
、
書
写

（
習
字
）
を
教
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
初
に

教
え
た
学
生
が
二
〇
一
二
年
七
月
末
に
卒
業
し

た
。
私
も
一
年
間
に
三
、
四
回
だ
が
四
年
間
習

字
を
教
え
た
。

（
兵
庫
県
宝
塚
市
・
理
事
、
会
員
）

最後に教えた４年生（2012 年５月）

の
国
境
画
定
を
め
ぐ
っ
て
両
国
が
論
争
や
対
立

を
繰
り
返
し
て
き
た
。
特
に
、
プ
レ
ア
ビ
ヒ

ア
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
た

二
〇
〇
八
年
以
降
は
、
タ
イ
国
内
の
政
情
不
安

と
も
あ
い
ま
っ
て
対
立
は
武
力
衝
突
に
よ
る
犠

牲
者
も
出
る
ま
で
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
。
こ

の
た
め
国
際
司
法
裁
判
所
は
二
〇
一
一
年
七

月
、
両
国
軍
の
撤
退
と
武
力
行
使
の
禁
止
な
ど

を
命
じ
る
判
決
を
く
だ
し
て
い
た
。
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